
装置の概要
　本装置は、テラヘルツ波と呼ばれる赤外線と電波の中間域の周波数
の電磁波を光源とする分光分析装置であり、おおよそ0.1～7THzの間
の分光スペクトルの取得のほか、任意の周波数帯における分光イメー
ジング像（２D）の作成を行うことができます。本装置と機構の類似する
FT-IR（赤外分光装置）等とは異なり、テラヘルツ波は布、紙、器、ゴム、プ
ラスチック、セラミックスなどに高い透過性を持つという特徴を活かし
て、従来までの分光機器では分析の難しかった素材内部における現象
の把握や評価を、サンプルを破壊することなく実施することが可能と
なっています。

測定事例
　当センターでのテラヘルツ非破壊検査装置を用いた測定事例をご
紹介します。
　図1に、種々の製品等に使用されるプラスチック（ポリエステル・ポ
リアセタール・ポリ塩化ビニル）をサンプルに、吸光度の測定を行った
結果を示します。図より、プラスチックの種類毎に異なる特徴を持っ
たスペクトルが得られていることが分かり、このことは、たとえば諸元

の不明なプラスチック素材であっても、本装置を用いることで標準片
との比較を通じて素材種の判別に活用可能であることを示唆してい
ます。
　図2は、市販されている2液混合型のエポキシ樹脂の硬化過程を1分
毎に定時測定した結果となります。図のとおり、混合直後から吸光度が
大きく変化し始めますが、約30分程度が経過した後には吸光度の変化
は収束する傾向にあり、これは接着剤の硬化に伴う分子間の網目構造
の発達がスペクトルに反映されたものと考えられます。このように、本
装置は高分子材料等における反応過程のリアルタイムモニタリングと
いった用途にも適用し得ることを示しています。

　テラヘルツ波を用いた分光技術については学術的にも未だ発展途
上にあり、スペクトルに現れる個々のピークの帰属などに課題は残され
ているものの、測定により得られたスペクトルの相対的な比較を通じ
て、素材種の同定といったオーソドックスな評価のほか、測定方法の工
夫によりFT-IRやラマンでは難しいような評価も行うことが可能です。
　ぜひ、当センターのテラヘルツ非破壊検査装置を貴社製品の開発や
品質向上の一助としてご活用ください。
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雷サージ試験機
　雷サージとは、落雷により瞬間的に発生する高電圧・高電流
のことをいいます。雷が送電線などの近くに落ちると、急変し
た電磁界の影響により、雷サージが発生します。これを「誘導
雷」といい、コンセントなどを通じて、照明やパソコンといった
電気製品に印加されることで、機器の誤動作や故障を引き起
こします。
　本試験機では、擬似的に誘導雷による雷サージを発生させ
ることができ、試験対象機器に印加することで、雷サージへの
耐性を確認することができます。

※高エネルギーを印加しており危険ですので、試験中は試験機及
び試験対象機器周辺に立ち入ることはできません。

※試験対象機器の動作確認のためにパソコンなどを接続すると、
印加した雷サージによりそれらの機器が破損することがありま
すのでご注意ください。

静電気放電試験機
　冬の乾燥した日などに金属に触れたとき発生する静電気放
電は、数千ボルトという高電圧かつ急峻なパルス波です。これ
が電気製品の誤動作や故障を引き起こします。
　本試験機では、擬似的に静電気放電を発生させることができ、
試験対象機器の静電気放電耐性を確認することができます。
　試験対象機器に直接印加する場合、試験方法は接触放電と
気中放電の２種類があります。それぞれ使用する放電電極が異
なっており、先端がとがった円錐型の放電電極を使用するのが
接触放電、丸型の放電電極を使用するのが気中放電です。優先

する試験方法は接触放電で
あり、通常使用において人
体が直接触れる金属部に接
触させて印加します。気中放
電は、接触放電が適用でき
ない非金属部に対して近づ
けながら印加します。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気･電子担当　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 基盤技術課 材料・機能評価担当　TEL：075-315-8633  E-mail：kiban@kptc.jp

　EMC(電磁環境両立性)とは、電気製品から発生する電磁ノイズと、電磁ノイズの中で電気製品が正常に動作できる耐性能力との双
方の基準を定めた国際的ルールです。当技術センターでは、EMC対策のための試験機器を設置しており、今回はその中から、雷サー
ジ試験機と静電気放電試験機についてご紹介します。

雷サージ試験機と静電気放電試験機機器紹介

　当センターでは、平成30年度JKA機械工業振興補助事業により「テラヘルツ非破壊検査装置」を導入しました。紙製品の接着層評
価、自動車多層塗膜の膜厚評価、塗装下のサビ検出、有機異物の検出、セラミック部品中の欠陥・ボイド評価、樹脂の配向評価、食品成
分の品質評価、医薬品の結晶多形評価など製品の品質や不具合評価にご利用ください。

テラヘルツ非破壊検査装置のご紹介機器紹介

装置仕様
MIG1206-3P-T（EMC PARTNER AG）
性　　能　サージ発生能力
 [対電源線など] 0.40～12kV
 [対通信線など] 0.25～ 6kV
用　　途　IEC規格のインパルス性イミュニティ試験
 （IEC 61000-4-5）
依頼試験
手 数 料 2,550円/件（2時間までごと）

装置仕様
ESS-2002EX/TC-815R（株式会社ノイズ研究所）
性　　能　出力電圧　0.2～30kV
 静電気印加モード　接触放電・気中放電
用　　途　IEC規格のインパルス性イミュニティ試験
　　　　　（IEC 61000-4-2）
依頼試験
手 数 料 1,530円/件（2時間までごと）

図１　雷サージ試験機

図3　静電気放電試験機

図2　放電電極
上：接触放電用  下：気中放電用

図1　汎用プラスチックの分光測定例 図2　エポキシ系接着剤の硬化過程

装置仕様 TAS7500TS（株式会社アドバンテスト製）
仕様

料金

測定周波数範囲 分光測定 ： 0.5～7THz
イメージング測定 ： 0.1～4THz
分光測定 ： 透過・反射・ATR
イメージング測定 ： 透過・反射
分光測定 ： 57dB以上
イメージング測定 ： 60dB以上
16ms、8ms、1ms
3.8GHz（16ms/scan時）
150×150mm（高解像モード ： 20×20mm）
1.5×1.5mm（高解像モード ： 0.2×0.2mm）
室温～300℃（分光測定透過モードのみ）

10,200円/1時間

測定モード

SN比

スキャンレート
周波数分解能
イメージング範囲
イメージングピッチ
ホルダ制御温度範囲

機器貸付


